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木村英作「ドクトール・ダンス」　『EXPERT』国際協力事業団、1987 年、pp.166-167　再掲

Keraker の町で撮影されたとされる女性の写真。彼女が手にしている
ラジカセは Kyoei Electronics の「SILVANO」というブランドのもので、
日本製である可能性がある。

エッセイ「ドクトール・ダンス」で言及されている結婚式の会場で撮影されたと思われる
写真。屋外で女性がインジェラを焼いている様子だが、現在とほとんど変わらない印象を
与える。

エッセイ「ドクトール・ダンス」で紹介された結婚式の食事会場。1974 年 2 月の上旬
に撮影されたと考えられる。参列者の男たちは皆んなしっかりと銃を構えている。こ
の後まさかドクトールが踊り出すとは思いもしていないだろう。

参列者の誘いに乗って踊りに飛び出した時の写真。ピントがややずれている
ものの、ドクトール木村の突然の飛び出しに参列者が驚きつつも手拍子をし、
盛り上がっている様子が伝わってくる。右手奥で両手をたたいている男性は
木村氏のチームで接種を担当していた人物だという。



カ
ル
日
本
国
大
使
館
に
勤
務
す
る
予
定
で
あ

る
。

増
田 

研
（
ま
す
だ
・
け
ん
）

一
九
六
八
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
長
崎

大
学
多
文
化
社
会
学
部
お
よ
び
熱
帯
医
学
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
准
教
授
。
東

京
都
立
大
学
大
学
院
単
位
取
得
満
期
退
学
。

一
九
九
三
年
よ
り
エ
チ
オ
ピ
ア
南
部
の
オ
モ

系
農
牧
民
バ
ン
ナ
に
お
け
る
調
査
を
開
始
し
、

博
士
論
文
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の

「
周
辺
」：
エ
チ
オ
ピ
ア
南
部
に
お
け
る
近
代

の
物
語
』に
よ
り
博
士
号
取
得（
二
〇
〇
三
年
、

社
会
人
類
学
博
士
）。
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は

東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
未
来
の
人
口
高
齢
化

と
社
会
福
祉
、
長
崎
お
よ
び
広
島
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
性
、
日
本
製
タ
イ
ル

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
通
。
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猪
狩 

友
美
（
い
が
り
・
と
も
み
）

東
京
都
出
身
。
東
洋
大
学
社
会
学
部
卒
業

後
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
西
ア
フ
リ

カ
の
ベ
ナ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
（
と
く

に
学
校
保
健
）
に
従
事
。
帰
国
後
、
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
で
の
勤
務
を
経
験
し
た
の

ち
に
、
二
〇
一
三
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
在

外
公
館
派
遣
員
と
し
て
在
ベ
ナ
ン
日
本
国
大

使
館
に
勤
務
。
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
八

年
ま
で
長
崎
大
学
大
学
院
熱
帯
医
学
・
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
に
在
学
し
、
論
文

「A D
escriptive Study of Treatm

ent 
Seeking am

o
ng B

uruli U
lcer 

Patients in Southern Benin

」
に
よ
り

公
衆
衛
生
学
修
士
（M

aster of Public 
Health

）
を
取
得
。
二
〇
一
八
年
よ
り
長
崎

大
学
技
能
補
佐
員
と
し
て
研
究
室
運
営
に
従

事
す
る
。
二
〇
一
九
年
夏
よ
り
在
マ
ダ
ガ
ス

編
集
後
記

■
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
私

が
、
こ
の
資
料
を
手
渡
さ
れ
、
読
み
解
き

始
め
た
の
が
半
年
前
の
こ
と
。
ど
う
や
ら

大
学
で
お
見
か
け
す
る
も
の
の
、
ど
の
よ

う
な
方
な
の
か
今
ひ
と
つ
存
じ
上
げ
な
い

木
村
先
生
に
ま
つ
わ
る
資
料
ら
し
い
が
、

ス
ラ
イ
ド
写
真
や
紙
資
料
の
数
々
に
、
読

み
解
こ
う
に
も
さ
て
ど
う
し
た
も
の
か
と

窮
し
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
し
か
し
作

業
を
進
め
る
う
ち
に
、
美
し
い
手
描
き
の

地
図
が
細
か
く
村
リ
ス
ト
と
対
応
し
て
い

た
り
、
こ
こ
で
患
者
が
発
見
さ
れ
た
の
か
、

ワ
ク
チ
ン
を
何
本
接
種
し
た
、
こ
の
写
真

は
こ
こ
で
撮
ら
れ
た
も
の
だ
な
ど
と
、
資

料
と
資
料
が
繋
が
り
だ
し
て
い
く
過
程
で

熱
中
し
た
挙
句
、
つ
い
に
は
自
分
が
エ
チ

オ
ピ
ア
の
北
部
で
天
然
痘
患
者
を
探
し
て

彷
徨
い
歩
く
夢
ま
で
見
た
。

　

天
然
痘
根
絶
と
い
う
歴
史
的
偉
業
と
言

わ
れ
る
で
き
ご
と
で
も
、
患
者
探
し
・
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
現
場
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
か
を
書
き
記
し
た

資
料
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
ん

な
貴
重
な
資
料
か
ら
、
何
よ
り
現
場
で
汗

を
か
き
な
が
ら
活
動
す
る
大
切
さ
を
再
確

認
で
き
た
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。

　

今
の
エ
チ
オ
ピ
ア
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
以
来
足
を
踏
み
入

れ
て
い
な
い
木
村
先
生
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
そ
う
呟
い
た
。
私
は
と
い
え
ば
、
い
つ

か
絶
対
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
こ
う
、
そ
ん
な

目
標
が
で
き
た
の
で
あ
る
。（
猪
狩
友
美
）

■
木
村
英
作
先
生
と
の
初
対
面
は
、
い
ま

か
ら
一
年
半
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
同

僚
の
門
司
和
彦
さ
ん
と
二
人
で
近
所
の
焼

「木村英作、酒場で語る」の舞台となったのは、長崎市浜口町の立ち飲み
屋「さかい酒舎」、および岩川町の焼き鳥店「大八」。いずれも木村氏の
行きつけの店である。

き
鳥
屋
（
大
八
）
で
飲
ん
で
い
る
と
、
途
中

か
ら
合
流
し
て
き
た
の
が
木
村
先
生
だ
っ

た
。「
へ
ぇ
、
増
田
さ
ん
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に

い
た
の
？　

僕
も
ね
、
昔
エ
チ
オ
ピ
ア
で
仕

事
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
。」　

そ
の
あ
と
は
、

天
然
痘
患
者
を
見
つ
け
た
体
験
談
や
、「
山

の
中
で
蒸
気
機
関
車
を
見
つ
け
た
」話（
十
一

頁
を
参
照
）
へ
と
話
が
咲
き
、
や
が
て
、
木

村
先
生
が
保
管
し
て
き
た
資
料
一
式
を
私
が

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
資
料
を
紹
介
し
、
資
料
を
丹
念
に

検
討
し
て
く
れ
る
研
究
者
の
名
乗
り
を
待

つ
つ
も
り
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
た
の
が

二
〇
一
八
年
春
の
ナ
イ
ル
・
エ
チ
オ
ピ
ア
学

会
で
あ
る
。
学
会
員
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
質

問
と
感
想
、
コ
メ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
が
、「
私
に
そ
の
資
料
を
く
だ
さ

い
」
と
い
う
申
し
出
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
こ
れ
は
国
際
保
健
の
歴
史

で
し
ょ
。
し
か
も
エ
チ
オ
ピ
ア
で
し
ょ
、だ
っ

た
ら
増
田
が
や
る
の
が
い
い
」
と
い
う
ご
提

案
を
い
た
だ
く
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

幸
い
、
昨
年
の
一
〇
月
か
ら
猪
狩
友
美
さ

ん
が
研
究
室
に
勤
務
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
、
仕
事
の
一
部
と
し
て
木
村
資
料
の
読
み

解
き
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
誌

『
別
冊　

木
村
英
作
』
が
完
成
し
た
の
は
、
ひ

と
え
に
、
猪
狩
さ
ん
の
半
年
に
わ
た
る
資
料

と
の
格
闘
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　

国
際
保
健
の
分
野
で
は
、
天
然
痘
は
す
で

に
「
片
づ
い
た
病
気
」
で
あ
る
が
、
世
界
規

模
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
末
端
の
職

員
に
よ
っ
て
、
現
場
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
意
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
。
本
誌
に
収
録
し
き
れ
な
か
っ
た

資
料
を
ど
の
よ
う
に
公
開
す
べ
き
か
、
こ
れ

か
ら
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。（
増
田
研
）

増
田
研
・
猪
狩
友
美
（
編
）『
別
冊
　
木
村
英
作
：
一
九
三
〜
七
四
年
、
天
然
痘
を
追
い
詰
め
た
記
録
』　
二
〇
一
九
年
四
月
二
〇
日
　
初
版
　
　
二
〇
一
九
年
七
月
三
十
一
日
　
改
訂
新
版


